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看護学生の大学生活に関する要望　―学生アンケートの自由記載の計量テキスト分析―
Ⅰ．緒言
　本学では学生課と学生委員会が協働し、
2013年より在学生を対象にキャンパスライ
フに関するアンケート（以下、アンケートと
する）を実施している。このアンケートは、
本学在学生の学生生活の実情を把握するとと
もに、より充実した学生生活を送るための学
生支援の在り方を検討することを目的として
おり、得られた結果をもとに魅力ある大学づ
くりに取り組んでいる。
　本稿では、2019年度に実施したアンケー
トで得られた結果のうち、自由記載に書かれ
た大学生活全般にわたる様々な環境や支援体
制などに対する意見内容を、計量テキスト分
析を用いて分析し、学生の大学生活に関する
要望について報告する。
Ⅱ．調査方法
１．アンケートの実施方法
　アンケート調査は、2019年7月の前期末ガ
イダンスにおいて調査対象となる看護学科1
年次から4年次生および別科助産専攻の学生
388名に対し、アンケートの実施と協力の説
明を行った後、マークシート形式での回答を
依頼した。
２．調査内容
　調査内容は、学年、性別、居住場所、通学
状況、クラブ・サークル活動、経済状況、学
生生活の状況（履修計画・キャリア開発・学
習力・グループチューター制度など）、友
人・教員との関係、大学生活の満足度（事務
職員の対応、健康面・精神面・経済面の支援
体制など）に関する質問に対し、選択肢を用
いて回答してもらうとともに、大学生活全般
にわたる様々な環境や支援体制に対する意見
を自由記載で求めた。
３．倫理的配慮
　学生には有意義な大学生活のために率直な
感想や意見を寄せてほしいこと、回答した内
容は今後大学の学生支援や環境改善のために
学術研究等に使用することがあることについ
てアンケート調査の依頼文書に記載するとと
もに、口頭で説明した。また、マークシート
に記述された自由記載の内容をデータ化する
作業は学内の第三者が行い、その作業の担当
者はデータ分析には関わらないことにした。
４．分析方法
　アンケートへの回答データのうち、大学へ
の改善・要望に関する自由記載を分析対象と
した。アンケートで得られた自由記載は、大
学生活全般にわたる様々な意見を求めており、
大学への具体的な要望や個人的な出来事に対
する思いなど幅広い意見が記述されていた。
学生の意向を客観的にとらえるため、樋口ら
が開発したフリーソフトウェアKH Coder-
3a17e.exe（2019年9月1日）を用いて計量テキ
スト分析を行った。この分析方法は、データ
を要約・提示する際に「手作業」を省くことで
分析者の持つ理論や問題意識によるバイアス
をより明確に排除できるとされている（樋口, 
2004）。さらに、計量テキスト分析では伝統
的な内容分析よりも柔軟に質的方法と量的方
法とを組み合わせることが可能である（樋口, 
2006）。
　分析の手順は、テキストデータに変換した
自由記載の内容を確認し、大学生活全般にわ
たる環境に関するデータ（以下、「学習環境」
とする）と支援体制に関するデータ（以下、
「学習支援」とする）に分類した。その後、同
じ意味内容を表す語を一つの語で統一するよ
うに変換して語の整理を行い、分析データと
した（表1）。
　この分析データのテキストからKH Coder
を用いて頻出語の確認をした後、それらの語
の共起関係（共起ネットワーク）を抽出した。
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共起ネットワークは、関連が特に強い語同士
を線で結んだもので、出現パターンの似通っ
た語、すなわち共起の程度が強い語を線で結
んだネットワークを描くことができる。さら
に、出現パターンの似通った語のグループか
らデータ中に多くあらわれたテーマないしは
トピックを読み取ることができる。また、語
の出現数に応じて、それぞれの語（node）を
あらわす円のサイズが変化し、語の出現数と
円の面積が比例するようになる。このように
図式化することで、学生の大学生活に対する
意見として記述された語に関するつながりを
示すとともに、出現パターンからテーマを読
み取ることを目指した。なお、共起ネットワ
ークを描くにあたり、語の最小出現数を3、
描画する共起関係は上位60に設定した。
Ⅲ．結果
　アンケートは374名からの回答が得られ、
回答率は96.4％であった。内訳は1年次生84
名（22.5％）、2年次生93名（24.9％）、3年次生
87名（23.3％）、4年次生98名（26.2％）、別科
生12名（3.2％）であった。自由記載は260件で、
内訳は1年次生52件、2年次生70件、3年次
生64件、4年次生62件、別科助産専攻生12
件であった。
１．学習環境
１）「学習環境」に関する自由記載における
頻出語
　学生から得られた自由記載データのうち、
「学習環境」に関するデータは186件であった。
KH Coderを用いて前処理を実行し、文章の
単純集計を行った結果、243の文、184の段
落が確認された。また、総抽出語数は2606、
異なり語数は573であった。これらの抽出語
のうち、出現回数が3回以上であった70語を
表1に示す。このうち出現回数が多かった語
は、「レストラン」「空調」の2語が48回、「時
間」21回、「寒い」、18回であった（表2）。
２）「学習環境」に関する語の共起関係から
みた学生の要望
　「学習環境」に関する自由記載においては、
図1に示すような語の関連が見られた。それ
ぞれの語の共起関係をもとに、語のまとまり
ごとに学生の「学習環境」に対する要望として
解釈した。なお、学生の自由記載を〈  〉内に
記述し、下線を記している語は、図1の中に
現れている語である。
（1）レストランの座席数を増やしてほしい
　図1の左上に最も大きな円で「レストラン」
が示されており、この語に関連して「レスト
ラン－座席－増やす」という語のつながりを
読み取ることができる。具体的な記述には、
〈レストランの座席の数を増やしてほしい。〉
〈新しい学部ができるという事ですのでレス
トランの食事スペースを増やして欲しい〉
〈レストランで昼食を取りたくても人数が多
表１　語の整理
整理前の語 整理後の語
冷房、暖房、冷暖房、エアコン、クーラー、温度管理 空調
レストラン、食堂、学食 レストラン
売店、購買、コンビニ 売店
教員、先生 教員
チューター、チューター制度 チューター制度
事務、事務室 事務
交通費、実習費、宿泊費 費用
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くて座席を確保できないためテーブルの数な
どがもう少し多ければいい〉などレストラン
の座席を増やすことに関する意見が多数見ら
れた。さらに、「座席－少ない－数」という語
のつながりもあり、〈レストランの座席の数
が少なく感じる〉〈レストランの座席が少な
くお昼時は座席に座ることができない〉〈レ
ストランの座席が少なくて座席取り禁止にも
関わらず座席取りをしている人たちがいてと
ても困る〉など座席の数の少なさに困惑して
いる状況が記述されていた。
　また、図1の左下に示された「人－座れな
い－多い」という語のつながりには、〈レスト
ランに座れない人がいる。もう少し多くの人
が座れたらいいと思う〉〈レストランが小さ
くて座れない人がたくさんいる〉〈レストラ
ンで昼食を取りたくても人数が多くて座席を
確保できないためテーブルの数などがもう少
し多ければいい〉などレストランを利用する
学生数に対して座席数が足りない状況が記述
されていた。これら2か所の語のつながりか
ら【レストランの座席数を増やしてほしい】と
いう要望が伺えた。
（2） 学校バスの運行を学生のスケジュールに
合わせてほしい
　「増やす」という語に関係して、図1の左側
に「増やす－本数－バス－授業」という語のつ
ながりが示された。これらの語のつながりに
は〈授業終わりが少しでも遅くなるとバスに
乗れないので、バスの出る時間を遅くするか
本数を増やしてほしい。〉〈授業後5分でバス
が出発するのが早すぎる。おそくするか本数
を増やしてほしい〉など学校バスの運行時間
が学生の行動に要する時間と合わない状況が
記述されていた。これらの語のつながりから
【学校バスの運行を学生のスケジュールに合
わせてほしい】という要望が伺えた。
（3）空調の温度設定を適切にしてほしい
　図1の上部に2番目に大きな円で示された
「空調」という語に関連して、「空調－暑い－
表２　「学習環境」に関する自由記載における頻出語
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寒い」という語のまとまりが読み取れる。こ
れらの語のつながりには、〈空調が効きすぎ
ていて寒い時がよくある〉〈空調が暑かった
り寒かったりする〉〈4号館の空調（夏冬）寒
すぎる、暑すぎる〉など空調の温度設定が不
適切な状況が記述されていた。これらの語の
つながりから【空調の温度設定を適切にして
ほしい】という要望が伺えた。
（4） 大学・図書館の開放時間を拡大してほし
い
　図1の右上には3番目に大きな円で示され
た「時間」という語に関連して、「時間－開放
－大学」という語のつながりが読み取れた。
これらの語のつながりには、〈大学が開放し
ている時間が短すぎる〉〈平日22：00、休日
20：00など、大学が開放している時間を長く
してほしい〉など学生が学内に滞在できる時
間の延長を求める記述がみられた。これらの
語のつながりに関連して「土曜日」「日曜日」
「図書館」という語にもつながりを示しており、
〈日曜日も開放してもらえると嬉しい〉〈日曜
日も図書館を開放するか土曜日の開館時間を
少し延ばしてほしい〉〈日曜日も午前中のみ
等で図書館が利用したい〉など休日において
も大学や図書館を利用したいという要望が記
述されていた。これらの語のつながりから
【大学・図書館の開放時間を拡大してほしい】
という要望が伺えた。
（5） 勉強・食事・くつろぎの場（＝空間）がほ
しい
　図1の右下に示された「勉強」という語に関
連して「勉強－スペース」という語のつながり
が示された。〈土、平日も22時まで勉強でき
るようにしてほしい〉〈勉強スペースを増や
図１　「学習環境」に関する自由記載の共起ネットワーク
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してほしい〉という勉強するための場（スペー
ス）を求める記述がみられた。さらに「スペー
ス」という語に関連している「食事」という語
を介して「場所」という語につながっていた。
〈レストランなど勉強したりご飯を食べられ
るスペースを増やしてほしい〉〈食事スペー
ス、くつろげる場所がもっとほしい〉〈授業
時間外に学内でのくつろげる場所が増えると
嬉しい〉〈もう少しリラックスできる場所が
レストラン以外でもあると良い〉などの記述
がみられ、勉強だけなく、学生が休息をとれ
るような場を必要としている様子が伺えた。
これらの語のつながりから【勉強・食事・く
つろぎの場がほしい】という要望が伺えた。
（6）売店を設置してほしい
　図1の下中央に「売店－学内」という語のつ
ながりが示されており、〈お昼の時、学食・
パンなどが売り切れてしまった場合の時の対
応。売店がほしい〉〈学内に売店などの食べ
物以外も買うことができる施設がほしい〉
〈文具などを扱う売店があれば便利〉という記
述から、食物の確保だけでなく、文房具など
学業においての必要物品が購入できるシステ
ムを必要としている様子が伺えた。これらの
語のつながりから【売店を設置してほしい】と
いう要望が伺えた。
２．学習支援
１）「学習支援」に関する自由記載における
頻出語
　学生から得られた自由記載データのうち、
「学習支援」に関するデータは67件であった。
KH Coderを用いて前処理を実行し、文章の
単純集計を行った結果、168の文、67の段落
が確認された。また、総抽出語数は1923、
異なり語数は549であった。これらの抽出語
のうち、出現回数が3回以上であった37語を
表2に示す。このうち出現回数が多かった語
は、「教員」 13回、「授業」 11回、「時間」「人」
の2語が9回であった（表3）。
２）「学習支援」に関する語の共起関係から
みた学生の要望
　「学習支援」に関する自由記載においては、
図2に示すような語の関連が見られた。それ
ぞれの語の共起関係をもとに、語のまとまり
ごとに学生の「学習支援」に対する要望として
解釈した。なお、学生の自由記載を〈  〉内に
記述し、下線を記している語は、図2の中に
現れている語である。
（1）教員の言動への改善を求める
　図2の上部中央に最も大きな円の「教員」と
「授業」がつながって示されており、さらに
「教員－言う」という語のつながりを読み取る
ことができる。具体的な記述には、〈レスポ
表３　「学習支援」に関する自由記載における頻出語
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ンの番号を授業前の休憩中に出す教員がい
る〉〈授業の内容でわからない点があったの
で担当教員に聞きにいったところ馬鹿にした
ような口調で笑われた〉〈教員の言っている
ことと行動が伴っていないことが非常に目に
つく〉〈実技試験等で教員によって言ってい
ることが異なっており少々戸惑う〉など「教
員」の言動に学生は困惑している様子が伺え
た。さらに「教員」という語には〈教員によっ
て指導方法が異なり、どうすればよいのかわ
からない〉〈教員の態度に不快を感じること
があった〉〈事務室と教員の連携をもっと密
にしてほしい〉〈教員とつながれる機会をも
う少し増やしても良いと思う〉など「教員」の
言動や態度の改善を求める意見が多く記述さ
れていた。これらの語のまとまりから【教員
の言動への改善を求める】という要望が伺え
た。
（2）自分以外の人に対する支援を求める
　図2の左中央部に示された大きな円の「人」
は「違う」「行く」などの語とのつながりを示
されている。これらのつながりには〈色々な
人と関わりたいのでグループワークは毎回違
う人となりたい〉という多くの「人」と関わり
たいという要望だけでなく、〈実習中の交通
費用の負担が人によって違うので、均等にし
てほしい〉〈車の持っていない人が車以外の
交通手段のない実習先に行くのが困難〉など
自分以外の「人」に関する記述がみられた。そ
して「人」という語には〈レスポンをしてから
すぐに帰っていく人がいる〉〈運動する習慣
のない人が多いのでクラスマッチなどの運動
習慣をつけてほしい〉など自分以外の「人」の
行動を意識したうえで、さまざまな支援の必
要性が記述されていた。これらの語のまとま
りから【自分以外の人に対する支援】を考えて
いることが伺えた。
（3）実習に伴う費用への補助がほしい
　左下部には、「実習」という語を中心に「負
担」「交通費用」「宿泊費用」「補助」という語
のつながりがみられた。これらの語は同一文
の中でみられることが多く、〈実習中の交通
費用負担が人によって違うので、均等にして
ほしい〉〈実習中の交通費用が10,000円以上
かかってくると、交通費用がかかっていない
人との不平等さを感じる〉〈地域看護学実習
の宿泊費用の学生負担が大きい〉〈実習で宿
泊費用は学校で出すのに交通費用が多くかか
っているところには少しくらい負担してほし
かった〉など実習に伴う交通費や宿泊費の自
己負担額の不平等さを訴える記述がみられた。
そして、〈保健師課程において模試の費用や
実習の宿泊費用などもう少し学校側で補助し
てほしい〉〈全額とはいわないが補助が出て
もいいのではないか〉など大学側への費用に
関する「補助」を求める記述がみられた。これ
らの語のまとまりから【実習に伴う費用への
補助】を望んでいることが伺えた。
（4） 学年を超えた学生同士の交流の機会がほ
しい
　右中央部には「チューター制度」「学年」と
いう2語を中心に「少ない」「交流」「機会」と
いう語のまとまりがみられた。「チューター
制度－少ない」では〈チューター制度があるに
も関わらず、集まる機会が少ないので機能し
ていないのではないか〉〈自分の所は関わり
が少ないと感じ、実際に関わりの深い先輩は
いないからチューター制度の強みが生かせて
いない〉など、さらに「チューター制度」とい
う語には〈先輩後輩の関係が良好なチュータ
ー制度と希薄なチューター制度がある〉〈チ
ューター制度はなくても良い〉などの記述が
みられ、「チューター制度」が活用できていな
い状況が記述されていた。そして「学年－機
会」では、〈上の学年、下の学年ともう少し仲
良くなれる機会があっても良い〉という記述
や〈もっと他学年や同学年と交流できる場を
作るべき〉など「学年」を超えた交流の機会を
求める記述がみられた。これらの語のまとま
りから【学年を超えた学生同士の交流の機会】
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を必要としていることが伺えた。
（5） 講義に関する連絡は早い対応をしてほし
い
　中央下部には、「事務室」「対応」「早い」と
いう3語を中心とした語のつながりが見られ
た。〈事務室の対応を早くしてほしい〉〈授業
における対応が遅れていたことがあり、授業
が不十分と感じたので早期の対応をしてもら
いたい〉〈講義が休みや延期になったときは
もっと早く連絡してもらわないと電車に乗る
時間に間に合いません〉〈補講や休講の連絡
を直前でもう一度送ってほしい〉など授業に
関する対応や連絡に関する記述がみられた。
これらの語のまとまりから【講義に関する連
絡の早い対応】を望んでいることが伺えた。
Ⅳ．考察
１．学生による学習環境への要望
　学生によるキャンパスライフアンケートへ
の自由記載のうち、学生の「学習環境」に関す
る記述の中に多く出現した語の上位3つは「レ
ストラン」「空調」「時間」であった。学生の
ための「学習環境」を整えるためには、これら
の語を意識した介入を検討することが望まし
いと考える。
　また、語の共起関係から読み取った学生の
「学習環境」に関する要望は、（1）レストラン
の座席数の増加（2）学校バスの運行時間の見
直し（3）空調の温度設定の最適化（4）大学・図
書館の開放時間の拡大（5）勉強・食事・くつ
ろぎのスペースの確保（6）売店の設置の6つ
が示された。
　「学習環境」に関する要望で最も多くの記述
図２　「学習支援」に関する自由記載の共起ネットワーク
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がみられたのは、「レストランの座席数」につ
いてであった。今年度の本学の学生の在籍数
は、看護学部376名、研究科20名、別科助産
専攻12名、短期大学部64名で合計472名で
ある。本学の学生たちは過密なスケジュール
のなかで学習を進めており、時期によって、
ほとんどの全ての学生が同じ時間帯に昼食時
間を過ごすことがある。そのため、学生にと
っては食事の場の確保が一つの課題であると
いえる。本学において食事ができる場所は基
本的にレストランのみであり、授業期間中の
昼食時に限り、一部の教室と談話室、学生ラ
ウンジを食事の場として許可している。しか
し、レストラン以外の活用状況は不明であり、
学生がレストラン以外の場で食事を摂ること
に対する考えを把握する必要があると考える。
また、レストランは食事以外にも自己学習の
場として活用している状況も伺え、「勉強・
食事・くつろぎのスペース」「大学・図書館
の開放時間の延長」を求める意見も挙げられ
ていたことも踏まえて、学生が講義・演習以
外の時間を過ごす場の確保は、「学習環境」を
整えるうえで優先される検討事項と考える。
　加えて、学生が過ごす場に関連した注目す
べき要望として「空調の温度設定」の対応が挙
げられる。具体的な記述は、アンケートの実
施が7月の暑い時期であったことが影響して
おり、冷房に伴う寒さに関する内容が多くみ
られた。「学習環境」として室温調整は重要な
要素であるが、温度感覚は個別性を伴うこと
から難しい課題といえる。空調設備を中心と
したハード面の改善の必要性の有無を検討す
るとともに、ソフト面では学生個々の衣類等
による室温への対応を促していくこと、教員
は講義中の室温の適切性について学生に確認
することが望ましいと考える。
２．学生による学習支援への要望
　「学習支援」に関する自由記載の分析におい
て、記述の中に多く出現した語の上位4つは
「教員」「授業」「時間」「人」であった。学生
への「学習支援」の充実を図るにはこれらの語
を意識した介入を検討することが望ましいと
考える。
　また、語の共起関係から読み取った学生の
「学習支援」に関する要望は、（1）教員の言動
の改善（2）自分以外の人への対応の必要性（3）
実習費用の補助に対する期待（4）学生同士の
交流の機会の設定（5）講義に関する連絡の早
期対応の5つが示された。
　「学習支援」に関する要望のうち、「教員の
言動の改善」は速やかな対応が求められるも
のであると考える。自由記載において、「教
員」という語が含まれる記述は多岐にわたっ
ており、強い共起関係は認められないものの、
教員による学生への対応において、学生が不
快感を抱いたり、困惑している状況が伺えた。
学生にとって教員との関係は、大学生活にお
いて友人関係に続く重要な人間関係であり、
学習意欲への影響も大きいと考える。学生の
記述に「教員」という語が多数出現することか
らも、教員は学生にとって「学習支援」として
最も注目する存在としての意識を高めるとと
もに、学生への対応を振り返り、互いに理解
を深められるような関わりを心がけることが
必要である。
　また、「自分以外の人への支援」に関する記
述も多くみられ、学生が他の「人」を意識して
いることが伺えた。さらに「学生交流の機会」
を求める意見も記述されており、「人」との関
わりが「学習支援」の一つとして位置付けられ
ているといえる。本学ではグループチュータ
ー制度を取り入れているが、学生の記述から
は効果的な関わりに発展しているとは言い難
い状況が伺えた。しかし、学生は「人」と関わ
りを求めていることから、チューター制度の
あり方を学生とともに検討し、学生が求める
「人」との関わりの機会を広げていく支援が必
要と考える。
　また、「学習支援」として「実習費用の補助」
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を求める記述もあり、何らかの対応を検討す
る必要があると考える。本学の実習展開では、
学生による交通費や宿泊費の自己負担は免れ
ない状況である。学生間での負担額の格差が
生じている状況が自由記載から読み取れ、学
生の経済的なつらさが伺えた。看護を学ぶう
えで臨地実習はとても重要であり、学生の学
びを支援するためにも実習に関する費用負担
について検討する必要がある。
　以上のキャンパスライフアンケートの自由
記載の分析から浮かび上がった「学習環境」
「学習支援」への要望は、学生たちが本学を
“学びの場”として高い認識をもったうえでの
要望である。これらの要望を概観すると、学
生たちの“学びへの意欲”が読み取れる。これ
らの要望に真摯に向き合い、学生とともに大
学環境を整えていくことが重要であり、学生
が有意義な学生生活を送ることができるよう
に支援することによって、魅力ある大学づく
りにつながるといえる。
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